
やってみよう！

アプリケーションを作成するのは難しくて、パソコンに詳しい特殊な才能
を持ったプログラマーだけができる事と思っている人が多いと思います。
そうした先入観はkeisanのフリー計算や自作式を使ってみると間違い

だった事に気づきます。
計算式が分かればアプリケーションで面倒な入力・出力の部分は
keisanが自動的に作ってくれます。
「プログラムを少しやった事があるけど…」と言う人はプログラム命令を

使ってオリジナルの計算をやってみましょう。

keisanはクラウドコンピュータの機能を提供していますから、パソコンで

作ったアプリケーションを自分のパソコンだけでなく、スマートフォンやタ
ブレット端末で使う事もできます。

さあやってみましょう！



自分だけのアプリを作っちゃおう！

Step1 会員登録とログイン
フリー計算で計算式を保存したり、自作式をライブラリに登録するには会員登
録が必要です。会員登録は無料です。

Step2 フリー計算
変数を使った簡単な計算式をフリー計算で行う方法を説明します。
→公式の計算だったらこれだけで十分。

Step3 自作式の作成
自作式をkeisanのライブラリに作成する方法を説明します。
→keisanのライブラリと同じ表示の方法を実現できます。
パソコンやスマートオフォン、タブレット端末などで使用可能です。

Step4 便利な機能を使う
自作式の入出力機能のうち、画像設定・入力設定・説明文・答え丸めの設定
方法を説明します。

Step5 プログラム制御文の例題



Step1 会員登録とログイン

新規会員登録の画面表示にしたがってください。「メールアドレスの確認」でお客様のメー

ルアドレスを送信されますと、「会員登録手続きのご案内」メールが返信されます。返信

メールの登録URLをクリックされますと、会員登録画面が現れて会員登録を継続できます。
返信メール

メールアドレス

必要項目を記入して
会員登録完了



Step2 フリー計算

フリー計算は計算式を実行するための機能です。 計算式に未入力の変数が含まれている場合は自動的に変
数入力域が作成されます。

変数入力
[計算] 操作で、自動作成されます。

計算式

計算結果



/* 文章 */ はコメント行です。計算を実行する
場合には無視されます。

身長、体重 は変数名です。漢字も使用可能。
実行時に変数の入力域が自動で作成されます。
= は代入で、身長/2.54の演算結果を代入します。
； は計算式の区切りで、複数の計算式を書く場
合に必要です。
int(式) は整数にする関数です。

print(式) はプリント文で答え域に表示します。

Step2 フリー計算 : 変数を用いた計算例

例題： あなたの身長と体重はアメリカ式単位に換算換します。
1インチ=2.54cm, 1フィート=12インチ, 1パウンド=0.453592kg

答え は、最初 ans1,ans2,… となっています。

この部分をクリックして別名に変更できます。
例)



Step3 自作式の作成

① フリー計算から起動する方法 （情報引継ぎ）

自作式エディタが起動されます。

計算式や変数などは、エディタに
そのまま引き継がれます。

自作式の作成には、会員登録後にログインしてから、自作式エディタの起動が必要です。
自作式エディタは、以下の２つの起動方法があります。



Step3 自作式の作成

② 「私の自作式」から起動する方法 （新規作成、編集）

①私の自作式

②新規作成

自作式エディタが起動します。

「私の自作式」 と 「みんなの自作式」

・「私の自作式」は自作式を作成する場所です。また自分で作成した自作式は編集、削除、実行ができます。

・「みんなの自作式」は会員が公開した自作式を実行できる場所です。

・ライブラリ登録モードを公開にすると「 みんなの自作式」に表示され他のユーザが実行できます。

非公開にすると他のユーザからは見られません。



Step3 自作式の作成

自作式の「編集モード」は、簡易と詳細があります。

・簡易モードは、設定項目を必要最小限にした初心者向けモードです。

・詳細モードは、詳細な設定が可能な中級者、上級者向けモードです。

本解説は簡易モードで説明します。

計算式
入力

変数入力
指定

答え出力
指定

タイトル
入力

説明文
入力

登録

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

自作式の計算式を入力します。
予め「フリー計算」で計算式を作成しておくこともできます。

変数ラベル名や表示位置などを指定します。

答えのラベル名や表示位置などを指定します。
表形式の場合はグラフ表示もできます。

自作式の名称（タイトル）を入力します。

概要などの説明文や画像設定がきます。

答え形式
指定

自作式の作成は、次の7ステップで構成されます。

「計算式チェック」で文法のチェックと入力変数を抽出します。
答えの形式を「通常」か「表形式」かを選択します。

「登録」操作で、あなたの自作式が登録されます。

通常

表形式



Step3 自作式の作成 エディタ画面 1/2

タイトル
入力

計算式
入力

答え形式
指定

①

②

③
展開

変数入力
指定

④

ラベルと単位の入力



Step3 自作式の作成 エディタ画面 2/2

答え出力
指定

説明文
入力

登録

⑤

⑥

⑦

概要の入力

ラベルと単位の入力（ﾌｨｰﾄ, ｲﾝﾁ, ﾎﾟﾝﾄﾞ）

非公開・公開の指定

登録完了

出力の行と列を指定 (2行1列→1行2列)



Step3 実行画面で確認

② 小数点以下を丸めたい

④ この領域に説明を追加したい

1ﾌｨｰﾄ=12ｲﾝﾁ
1ｲﾝﾁ=2.54cm
1ﾊﾟﾝﾄﾞ=0.453592kg

③ 画像を入れたい

＜追加修正したい内容＞

① 私の身長と体重にしたい

計算

作成した自作式を実行画面で確認します。 さらに追加修正を試みます。

（2回目以降は入力省略）



Step4 便利な機能を使う

＜入力方法の画面＞

1. アイコンをクリック

3. 身長or体重をクリック

2. プロフィールをクリック

① 私の身長と体重にしたい

② 小数点以下を丸めたい

round(x,2) 関数を使用する。
（小数点以下2桁で丸まります）

身長と体重をそれぞれ設定

4. [ 了解 ] クリック

＜自作式エディタ画面＞

① 私の身長と体重にしたい
② 小数点以下を丸めたい



Step4 便利な機能を使う

＜入力方法の画面＞

③ 画像を入れたい

④ 説明を追加したい
1. [ 画像設定 ]
ボタンをクリック

2. 画像（上段）領域をクリック

3. ファイルを選択して
[アップロード] クリック

4. 画像確認して[ 了解 ] クリック

6. [ 登録 ] クリックで
自作式が保存される。

＜自作式エディタ画面＞

5. 画像を確認して[ 了解 ] クリック

③ 画像を入れたい
④ 説明を追加したい



Step4 実行画面で確認

＜追加修正した内容＞

＜修正前の答え表示＞

② 小数点以下2桁丸め

④説明の追加

③ 画像表示

①私の身長と体重が
1度入力すると記憶される

追加修正した自作式を実行画面で確認します。



タイトル
入力

計算式
入力

答え形式
指定

①

②

③

変数入力
指定

④

Step5 プログラム制御文の例題 表作成 1/2

体重kgのポンド換算表を作成してみましょう。 for文使用

ループさせるfor文を使用します。
for( 変数=初期値; 条件式; 変数=変数+ステップ) { 式; ... }

表出力にprintln文を使用します。最後に改行されます。
println(式, … )

表形式を指定

30kg~100kgで換算します。



答え出力
指定

説明文
入力

登録

⑤

⑥

⑦

登録完了

2列の表作成では、列数2を設定します。

体重kgのポンド換算表を作成してみましょう。 for文使用

Step5 プログラム制御文の例題 表作成 2/2



Step5 実行画面で確認

換算表が作成される

作成した自作式を実行画面で確認します。

[計算] 操作で
換算表作成



Step5 他のプログラム制御文

while文
1から1000までの合計を計算し表示する。

プログラム制御文はフリー計算・自作式の何れの場合にも使用できます。

If文
aが0でない場合は1/aを計算して表示する。

for文
1から1000までの合計を計算し表示する。

計算式やプログラム制御文の使い方を

参照できます。（ヘルプ機能）



「私の自作式」にリスト掲載されました。
さあ 新しい自作式にチャレンジしてみましょう！


